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大
学
を
卒
業
し
た
の
は
バ

ブ
ル
の
ま
っ
た
だ
中
。「
生

ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
た

め
に
働
き
た
い
」
と
い
う
強

い
思
い
か
ら
、
公
務
員
が
選

ば
れ
な
い
時
代
に
静
岡
県
に

入
庁
を
決
め
た
。

　

東
部
地
区
へ
は
入
庁
当
初

に
配
属
さ
れ
た
下
田
土
木
事

務
所
と
２
０
１
９
年
に
任
命

さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
調
整

室
長
（
沼
津
市
内
）
で
、
今

回
で
３
回
目
と
な
る
。「
６

年
ぶ
り
の
東
部
地
区
で
あ

り
、
観
光
の
分
野
で
配
属
さ

れ
た
の
は
初
め
て
だ
」
と
新

た
な
業
務
内
容
に
気
を
引
き

締
め
る
。

　

観
光
関
連
で
の
仕
事
は
初

め
て
で
は
あ
る
が
、
お
茶
振

興
課
長
代
理
の
際
に
は
海
外

に
向
け
て
お
茶

の
Ｐ
Ｒ
に
出
向

き
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

調
整
室
長
と
し

て
は
観
戦
者
へ

の
観
光
案
内
や

お
も
て
な
し
を

担
う
都
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成

な
ど
、
地
元
と

観
光
客
の
関
わ
り
に
携
わ
っ

て
き
た
。「
静
岡
の
お
茶
を

世
界
に
広
め
る
た
め
に
活
動

し
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
な

い
大
切
な
思
い
出
だ
。
こ
の

学
び
が
、
伊
豆
地
域
活
性
化

の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
決
意

を
見
せ
る
。

　

本
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
は
三
島
駅
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
客
検
討
会
を
挙
げ
る
。「
三

島
駅
は
東
京
都
と
京
都
を
つ

な
ぐ
路
線
の
間
に
あ
り
、
山

梨
県
と
東
海
道
を
つ
な
ぐ
路

線
で
も
あ
る
。逆
に
言
え
ば
、

通
過
点
と
し
て
見
ら
れ
て
し

ま
い
伊
豆
に
来
て
も
ら
え
な

い
現
状
と
な
っ
て
い
る
」
と

海
外
の
観
光
客
か
ら
調
査
を

行
い
分
析
。
現
在
ま
で
に
課

題
を
整
理
、
今
後
は
解
決
へ

の
方
策
を
示
し
て
い
く
。

　

建
設
業
界
に
は
協
力
が
必

要
不
可
欠
と
し
た
上
で
、「
観

光
は
『
地
域
の
総
合
力
』
が

な
け
れ
ば
、
人
を
呼
び
込
む

は
で
き
な
い
。
そ
れ
こ
そ
交

通
イ
ン
フ
ラ
や
防
災
対
策
な

ど
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
。
地
元
業
者
と
は
一
緒
に

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
協
力
を
仰
ぐ
。

　

ま
た
、
駿
河

湾
フ
ェ
リ
ー
利

用
促
進
に
つ
い

て
、「
海
か
ら
富

士
山
を
望
め
る

価
値
あ
る
も

の
。チ
ャ
ー
タ
ー

利
用
も
で
き
、

業
界
の
懇
親
会

な
ど
で
も
ぜ

ひ
使
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か

け
る
。

　

掛
川
市
出
身
、
静
岡
市
在

住
。
58
歳
。

知
ら
ね
ど
も
祖
父
の
面
影
大

火
鉢

日
差
子

噴
水
の
音
を
し
づ
め
て
北
風

（
き
た
）
吹
く
や

日
差
子

日
向
（
ひ
な
た
）
ぼ
こ
脳
裏

楽
し
き
世
界
旅

マ
サ
子

冬
ぬ
く
し
池
の
小
亀
も
首
た

て
り

礼
子

生
き
む
と
す
生
き
む
と
念
じ

年
迎
ふ

和
子

夜
話
や
た
ぬ
き
香
合
鎮
座
せ

り

文
代

源
平
衛
川
寒
月
高
く
影
を
お

く

藍
子

寒
波
来
る
風
星
々
を
磨
き
出

す

文
子

露
天
風
呂
ゆ
ず
と
語
ら
う
星

座
か
な

ツ
ト
ム

枯
蔦
は
山
を
抱
く
や
う
包
む

や
う

冴
栄

　

三
島
建
設
業
協
会
安
全
委

員
会
（
森
田
崇
委
員
長
）
と

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

静
岡
県
支
部
三
島
分
会
（
佐

野
茂
樹
会
長
）

は
10
月
22
日
、

熱
海
土
木
事
務

所
（
西
原
宏
昌

所
長
）
や
三
島

労
働
基
準
監
督

署
（
大
畠
均
署

長
）
と
合
同
で

令
和
７
年
度
第

２
回
建
設
工
事

安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し

た
。

　

同
パ
ト
ロ
ー

ル
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研

修
も
兼
ね
て
お
り
、
当
日

は
、
熱
海
土
木
や
熱
海
市
職

員
の
他
に
、
熱
海
建
設
業
協

会
（
佐
野
茂
樹
会
長
）
と
伊

東
建
設
業
組
合
（
堀
口
正
敏

理
事
長
）
も
参
加
し
、
30
人

以
上
が
現
場
の
安
全
と
意
識

向
上
を
図
っ
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
の
は
、
青

木
建
設
が
施
工
す
る
「
令
和

３
年
度
二
級
河
川
初
川
広
域

連
携
工
事（
初
川
水
門
）」で
、

工
事
概
要
と
パ
ト
ロ
ー
ル
の

着
眼
点
・
留
意
事
項
を
説
明

後
、
現
場
で
は
配
布
さ
れ
た

点
検
表
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
安
全
対
策
や
書
類
・

掲
示
物
な
ど
を
細
か
く
見
て

回
っ
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
後
は
、
三
島

労
働
基
準
監
督
署
の
河
村
美

奈
子
第
二
方
面
主
任
監
督
官

や
三
建
安
全
委
員
ら
が
現
場

の
講
評
を
行
っ
た
。
石
井

宏
和
三
建
安
全
副
委
員
長

は
「
時
短
や
費
用
削
減
に
目

が
行
き
が
ち
で
は
あ
る
が
、

『
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す

る
』
を
忘
れ
ず
に
、
日
々
の

業
務
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け

た
。

静
岡
県
の
建
築
関
係
部
局
の

幹
部
と
の
意
見
交
換
会
を
協

会
大
会
議
室
で

開
い
た
。
三
建

か
ら
佐
野
会
長

や
森
勲
建
築
委

員
長
ら
９
人
が

出
席
し
、
県
財

務
部
（
建
築
企

画
課
、
建
築
工

事
課
）
と
土
木

事
務
所
（
沼
津

土
木
、
熱
海
土

木
）
か
ら
出
席

し
た
７
人
と
意

見
を
交
わ
し

た
。

　

冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
杉
山
龍

児
建
築
企
画
課
長
は
、「
担

い
手
の
確
保
や
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
建
設
業
を
取
り
巻

く
課
題
が
多
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
わ
れ
わ
れ

も
適
正
な
工
期
設
定
や
入
札

契
約
制
度
の
適
切
な
運
用
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
働

き
方
改
革
を
後
押
し
し
、
よ

り
高
品
質
な
施
工
に
つ
な
が

る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
」
と

話
し
た
。

　

続
い
て
佐
野
会
長
は
、

「『
地
域
の
守
り
手
』
で
あ
る

わ
れ
わ
れ
地
域
の
建
設
業
者

の
体
力
は
疲
弊
し
て
お
り
、

事
業
費
の
確
保
・
拡
大
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
若
者

た
ち
に
建
設
業
の
存
在
を
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
▽
建

築
工
事
の
受
注
状
況
▽
技
術

者
や
技
能
者
、
建
築
物
価
の

状
況
▽
発
注
平
準
化
に
当
た

り
受
注
し
や
す
い
発
注
時
期

▽
複
数
合
併
工
事
（
学
校
改

修
３
校
等
）
の
受
注
へ
の
影

響
▽
設
計
段
階
に
お
け
る
工

期
や
仮
設
計
画
へ
の
技
術
支

援
▽
電
気
、
管
工
事
の
包
含

工
事
▽
熱
中
症
対
策

－

の

８
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

　

三
島
建
設
業
協
会
（
佐
野

茂
樹
会
長
）
は
11
月
17
日
、

「
第
３
回
委
員
長
会
議
」
を

協
会
中
会
議
室
で
開
き
、
令

和
８
年
度
に
向
け
た
各
委
員

会
の
分
担
業
務
（
委
員
会
内

規
案
）
や
委
員
定
数
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

会
議
に
は
11
人
の
役
員
・
委

員
長
が
出
席
し
、
委
員
会
ご

と
に
主
要
事
業
を
精
査
。
８

年
度
の
委
員
会
構
成
の
枠
組

み
を
固
め
た
。

　

９
月
に
開
催
し
た
第
２
回

会
議
で
は
、
変
化
に
対
応
で

き
る
体
制
の
構
築
や
統
合
・

集
約
化
に
向
け
た
委
員
会
組

織
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論

し
た
が
、
今
回
は
８
委
員
会

で
担
っ
て
い
る
研
修
会
や
イ

ベ
ン
ト
、
懇
談
会
な
ど
事
業

の
内
容
や
必
要
性
を
確
認
。

そ
の
上
で
、
見
直
す
べ
き
事

業
や
他
の
委
員
会
に
移
管
す

べ
き
事
業
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。
ま
た
、
各
委

員
会
が
円
滑
に
事
業
に
取
り

組
む
た
め
に
適
正
な
定
数
を

定
め
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
委
員
会

に
お
け
る
熱
海
・
伊
東
・
三

島
・
田
方
の
４
地
区
の
委
員

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
」「
建
設
業
の
魅
力
を

発
信
し
続
け

る
た
め
に
、

委
員
会
が
担

う
べ
き
機
能

を
再
考
す
る

機
会
に
す
る

べ
き
」「
今
後

の
協
会
を
背

負
う
人
材
を

登
用
す
る
た

め
、
委
員
の

任
命
に
お
い

て
各
社
の
経

営
者
に
限
ら

ず
柔
軟
に
運

用
す
べ
き
」

な
ど
の
意
見

が
出
た
。

　

佐
野
会
長

　

三
島
建
設
業
協
会
（
佐
野

茂
樹
会
長
）
は
11
月
11
日
、

は
、
一
連
の
委
員
長
会
議
で

の
議
論
を
総
括
し
た
上
で

「
さ
ら
に
委
員
会
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な

施
策
を
実
施
で
き
る
体
制
を

構
築
し
た
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。
今
後
、
12
月
２
日
に
開

か
れ
る
令
和
７
年
度
第
３
回

役
員
会
の
場
で
今
回
定
め
た

委
員
会
の
大
枠
に
つ
い
て
報

告
し
審
議
す
る
予
定
だ
。

アピールしよう、誇りある仕事っぷりをアピールしよう、誇りある仕事っぷりを

【略歴】 １９９０年静岡県入庁、

下田土木事務所配属。２０２２年

農業局農業ビジネス課長、２４年

企業局地域整備課長、２５年現職

静岡県東部地域局
伊豆観光局長

笹
ささ

野
の

努
つとむ

氏

三
島
駅
の
誘
客
検
討

伊
豆
の
魅
力
を
世
界
に

建
設
業
界
の
協
力
が
不
可
欠

県
の
建
築
関
係
部
局
と
意
見
交
換
会
開
催

県
の
建
築
関
係
部
局
と
意
見
交
換
会
開
催

 

建
築
委
員
会

建
築
委
員
会

熱
海
土
木

三
島
労
基
署
と
安
パ
ト
実
施

安
全
委
・建
災
防
三
島
分
会

第
３
回
委
員
長
会
議
開
催

業
務
分
担
や
定
数
な
ど
議
論

日
刊
建
設
工
業
新
聞
２
０
２

５
年
３
月
18
日
号
よ
り
転
載

杵を持つ手に緊張が走る町内のイベント
（三島市緑町　撮影　村上益男氏）
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問
や
、
実
際
に
現
場
で
何
を

し
て
い
る
の
か
な
ど
の
疑
問

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

10
月
３
日
は
Ｃ
・
Ｄ
班
が

授
業
を
行
い
、
Ｃ
班
の
テ
ー

マ
は
「
建
設
と
構
造
」
で
、

座
学
の
後
、
実
技
で
割
り
箸

タ
ワ
ー
建
設
に
挑
戦
し
た
。

Ｄ
班
の
テ
ー
マ
は
「
内
装
工

事
」で
、建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

や
現
場
監
督
の
仕
事
を
紹
介

後
、
実
技
で
モ
ル
タ
ル
と
タ

イ
ル
を
使
っ
て
コ
ー
ス
タ
ー

を
作
り
、
物
が
で
き
る
喜
び

を
体
験
し
た
。
24
日
に
成
果

発
表
を
予
定
し
て
い
る
。

　

三
島
建
設
業
協
会
み
ら
い

創
造
特
別
委
員
会
（
土
屋
昭

委
員
長
）
は
10
月
24
日
、
三

島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
第
２

回
さ
ん
け
ん
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
表
彰
式
を
開
き
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
岩
崎

悠
馬
さ
ん
を
は
じ
め
、
21
作

品
の
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
建

設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
担
い
手
の
確
保
に
向
け

て
「
建
設
業
の
現
場
で
働
く

人
の
姿
や
技
術
、
そ
し
て
誇

り
あ
る
仕
事
ぶ
り
を
、
地
域

の
皆
さ
ん
や
次
世
代
の
若
者

た
ち
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
。
第
２
回
と
な
る
今

回
は
、『
あ
な
た
が
惹
（
ひ
）

か
れ
る
素
敵
な
建
設
工
事
写

真
』
を
テ
ー
マ
に
、
建
設
現

場
で
働
く
人
の
表
情
や
重
機

の
迫
力
、構
造
物
の
美
し
さ
、

現
場
の
臨
場
感
な
ど
を
表
現

し
た
作
品
を
募
集
。
そ
の
結

果
、
女
性
や
学
生
な
ど
４
部

門
で
１
２
４
人
か
ら
１
５
３

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
４
点
、

入
選
10
点
、
特
別
賞
７
点
を

決
定
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】
岩
﨑
悠
馬

▽
学
生
の
部

【
優
秀
賞
】
杉
山
漱
星

【
入
選
】
河
上
由
奈
、
岩
﨑

悠
馬

▽
女
性
の
部

【
優
秀
賞
】
小
倉
美
鈴

【
入
選
】
小
林
柚
奈
、
青
野

理
沙
子

▽
一
般
の
部

【
優
秀
賞
】
鈴
木
浩
輝

【
入
選
】
山
本
祥
照

▽
建
設
従
事
者
の
部

【
優
秀
賞
】
稲
葉
竜
一

【
入
選
】
下
新
原
豊
実
、
木

村
大
樹
、
片
野
翔
太
、
木
ノ

内
寛
章
、
鈴
木
京
那

▽
特
別
賞

【
三
島
建
設
業
協
会
長
賞
】

土
佐
谷
有
里
子

【
沼
津
河
川
国
道
事
務
所
長

賞
】
岩
崎
亘

【
沼
津
土
木
事
務
所
長
賞
】

岩
崎
亘

【
熱
海
土
木
事
務
所
長
賞
】

大
村
真
一
朗

【
建
通
新
聞
社
賞
】
土
佐
谷

有
里
子

【
み
ら
い
創
造
委
員
長
賞
】

山
田
哲
也

【
ど
ぼ
く
ら
ぶ
賞
】
横
田
康

正

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
静
岡
県
支
部
（
石
井
源
一

支
部
長
）
は
10
月
17
日
、
第

52
回
静
岡
県
建
設
業
労
働
災

害
防
止
大
会
を
静
岡
市
内
で

開
い
た
。
会
員
ら
約
２
５
０

人
が
参
加
し
、
安
全
表
彰
の

受
賞
者
や
安
全
標
語
・
け
ん

せ
つ
川
柳
の
入
選
者
ら
に
、

石
井
支
部
長
か
ら
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
た
。

　

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
参
加

者
全
員
で
安
全
の
誓
い
を
唱

和
し
、
労
働
災
害
撲
滅

に
向
け
心
を
新
た
に
し

た
。

　

建
災
防
三
島
分
会
の

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）。

【
本
部
会
長
表
彰
】

▽�

功
労
賞　

森
田
崇

（
中
林
建
設
）

【
支
部
長
表
彰
】

▽�

事
業
場
賞　

大
舘
建

設　

大
同
工
業

▽�

功
労
賞　

石
井
秀
樹

（
山
本
建
設
）

▽�

功
績
賞　

笹
原
千
裕
（
加

和
太
建
設
）　

山
内
功
嗣

（
鈴
木
工
務
店
）

【
安
全
標
語
】

▽�

佳
作　

森
田
孝
司
（
駿
豆

建
設
）

　

三
島
建
設
業
協
会
み
ら
い

創
造
特
別
委
員
会
（
土
屋
昭

委
員
長
）
は
、
若
手
交
流
会

活
動
の
一
環
と
し
て
、
９
月

26
日
と
10
月
３
日
の
二
日

間
、
熱
海
高
校
２
・
３
年
生

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
班
の
生

徒
１
５
人
を
対
象
に
、
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
出
前
講

座
を
実
施
し
た
。

　

９
月
26
日
は
Ａ
・
Ｂ
班
が

授
業
を
行
っ
た
。
Ａ
班
の

テ
ー
マ
は「
測
量
機
器
体
験
」

で
、
測
量
の
意
味
や
歴
史
を

紹
介
し
た
後
に
、
レ
ベ
ル
、

光
波
測
距
儀
、
杭
ナ
ビ
を
実

際
に
体
験
さ
せ
た
。
Ｂ
班
の

テ
ー
マ
は
「
構
造
物
」
で
橋

梁
と
ト
ラ
ス
橋
の
説
明
を

し
、
模
擬
講
座
と
し
て
輪
ゴ

ム
や
割
り
ば
し
な
ど
を
使
っ

た
ト
ラ
ス
橋
作
り
に
挑
戦
さ

せ
た
。

　

土
屋
委
員
長
は
若
手
技
術

者
の
活
躍
を
見
て
「
今
の
若

手
は
真
面
目
か
つ
、
一
つ
の

目
的
に
向
か
っ
て
協
力
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
頼

も
し
い
と
感
じ
た
。
今
後
も

交
流
の
場
が
で
き
、
授
業
に

参
加
し
た
生
徒
も
業
界
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
た
た
え
、「
今
後
は
事
務

職
の
社
員
に
向
け
た
交
流
会

も
考
え
て
い
る
」
と
次
の
展

望
を
描
い
た
。

　

授
業
に
は
齋
藤
栄

熱
海
市
長
も
訪
問

し
、「
進
路
を
考
え

る
生
徒
、
Ｐ
Ｒ
し
た

い
建
設
業
界
の
両
方

に
取
っ
て
良
い
授
業

で
は
な
い
か
」
と
若

手
技
術
者
と
生
徒
の

交
流
の
感
想
を
述
べ

た
。　

　

参
加
し
た
委
員
の

一
人
は
、「
生
徒
の

測
量
に
関
し
て
の
疑

県
建
設
業
労
働
災
害

�

防
止
大
会
で
安
全
表
彰

三
島
分
会
か
ら

�

２
社
４
個
人
が
受
賞

�

建
災
防
三
島
分
会

熱海高校で
� 若手技術者が出前講座

みらい創造特委

第
２
回
さ
ん
け
ん
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
結
果
発
表

受
賞
者
一
覧

最優秀賞
岩﨑悠馬「命綱に託して」

優秀賞
鈴木浩暉「外壁メース建込」

優秀賞
稲葉隆一「解体重機の迫力！」

特別賞（三島建設業協会長賞）
土佐谷有里子　「１㎜の世界」

優秀賞
杉山漱星「完成に向けて」

優秀賞
小倉美鈴「隅々まで念入りに」

特別賞
（沼津河川国道事務所長賞、
� 沼津土木事務所長賞）
岩﨑亘　「四身一体」

特
別
賞（
ど
ぼ
く
ら
ぶ
賞
）

横
田
康
正

�

「
O
N
E 

T
E
A
M
」

特
別
賞

（
み
ら
い
創
造
特
別
委
員
長
賞
）

山
田
哲
也

�

「
杭
打
ち
特
訓
中
」

特
別
賞（
建
通
新
聞
社
賞
）

土
佐
谷
有
里
子

　�

「
職
人
の
仕
事
」

特
別
賞

（
熱
海
土
木
事
務
所
長
賞
）

大
村
真
一
朗

�

「
豪
快
に
繊
細
に
」
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今
年
は
戦
後
80
年
と
い
う

こ
と
で
、
今
も
各
地
に
残
る

特
攻
隊
基
地
跡
な
ど
の
戦
争

遺
跡
が
話
題
と
な
っ
た
。
戦

争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
と
昨
年
８
月

現
在
、
指
定
・
登
録
文
化
財

に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で

も
全
国
で
３
８
６
件
を
数
え

る
と
い
う
。
我
々
の
身
近
な

所
で
は
、
三
島
市
文
教
町
の

陸
軍
野
戦
重
砲
兵
第
二
・
第

三
連
隊
跡
や
、
沼
津
市
江
の

浦
の
人
間
魚
雷
「
回
天
」
や

「
海
竜
」
の
基
地
（
海
軍
第

15
突
撃
隊
）
跡
な
ど
を
ご
存

じ
の
方
も
お
ら
れ
る
に
ち
が

い
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
富

士
宮
市
上
井
出
に
あ
っ
た
陸

軍
少
年
戦
車
兵
学
校
に
つ
い

て
と
り
あ
げ
て
み
た
。

　

日
中
戦
争
中
の
１
９
３
９

（
昭
和
14
）
年
８
月
１
日
戦

車
隊
の
拡
充
強
化
の
た
め
千

葉
県
穴
川
に
あ
っ
た
陸
軍
千

葉
戦
車
学
校
内
に
「
少
年
戦

車
兵
生
徒
隊
」が
設
置
さ
れ
、

14
歳
か
ら
19
歳
の
男
子
を
対

象
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
定
員

１
５
０
名
に
対
し
８
２
２
９

名
が
応
募
。
12
月
１
日
に
は

55
倍
の
難
関
を
突
破
し
た
第

一
期
生
の
教
育
が
開
始
さ
れ

た
。第
二
期
生
は
２
３
０
名
、

さ
ら
に
第
三
期
生
は
５
０
０

名
と
毎
年
定
員
が
増
や
さ
れ

昭
和
16
年
12
月
１
日
、
少
年

戦
車
兵
生
徒
隊
は
陸
軍
少
年

戦
車
兵
学
校
と
し
て
分
離
・

独
立
。
昭
和
17
年
の
７
月

16
日
に
は
富
士
山
麓
に
新

兵
舎
が
完
成
し
移
転
・
拡

充
（
定
員
６
０
０
名
）
さ
れ

た
。
昭
和
18
年
の
第
５
期
生

は
９
０
０
名
、
昭
和
19
年
の

第
６
期
生
は
７
０
０
名
、
そ

し
て
昭
和
20
年
の
第
７
期
生

５
０
０
名
を
迎
え
た
と
こ
ろ

で
終
戦
と
な
り
、
少
年
戦
車

兵
学
校
は
約
６
年
で
そ
の
役

割
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
私

の
近
所
に
住
ん
で
い
た
Ｈ
さ

ん
（
昭
和
３
年
生
）
は
長
野

県
伊
那
で
旧
制
中
学
校
を
卒

業
、
17
歳
で
少
年
戦
車
兵
学

校
第
７
期
生
の
一
人
と
な
っ

た
。
20
年
ほ
ど
前
、
彼
が
未

だ
存
命
中
に
そ
の
体
験
談
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
Ｈ
さ

ん
が
入
校
し
た
頃
の
日
本
は

既
に
敗
色
が
濃
厚
で
あ
り
、

少
年
兵
た
ち
は
粗
食
に
耐
え

空
き
腹
を
抱
え
な
が
ら
も

「
お
国
の
た
め
」
と
ひ
た
す

ら
猛
訓
練
に
励
ん
で
い
た
と

い
う
。
し
か
し
な
が
ら
訓
練

（
教
習
）
に
使
う
戦
車
は
既

に
無
く
、
燃
料
不
足
の
た
め

エ
ン
ジ
ン
を
外
し
戦
車
の
運

転
席
を
取
付
け
た
ト
ラ
ッ
ク

に
一
人
ず
つ
交
代
で
乘
り
、

残
り
の
者
た
ち
は
荷
台
に
取

り
付
け
た
丸
太
の
左
右
に
数

人
が
し
が
み
付
き
ト
ラ
ッ
ク

を
押
す
。
そ
ん
な
空
し
い
訓

練
に
明
け
暮
れ
し
て
５
か
月

後
、
戦
争
は
終
わ
り
、
進
駐

軍
（
ア
メ
リ
カ
）
に
接
収
さ

れ
た
少
年
戦
車
兵
学
校
は
廃

校
と
な
っ
た
。

　

廃
校
時
に
は
第
６
期
生
の

残
り
６
０
０
名
、
第
７
期
生

５
５
０
名
、
特
別
幹
部
候
補

生
全
５
２
５
名
が
い
た
と
い

う
。
約
30
万
坪
の
敷
地
に

は
、
校
舎
・
集
会
所
・
材
料

廠
（
軍
需
工
場
）・
車
庫
・

弾
薬
庫
・
陸
軍
病
院
な
ど
が

残
さ
れ
た
。
数
多
く
あ
っ
た

校
舎
は
戦
後
、
住
居
と
し
て

再
利
用
さ
れ
、
演
習
場
跡
に

入
植
し
た
復
員
軍
人
、
満
蒙

開
拓
団
の
引
揚
者
な
ど
に
よ

り
朝
霧
高
原
の
酪
農
郷
が
拓

か
れ
た
。
ま
た
、
い
く
つ
か

の
校
舎
は
解
体
・
移
築
さ
れ

小
・
中
学
校
の
校
舎
に
な
っ

た
。上
井
出
陸
軍
病
院
は
現

在
、国
立
病
院
機
構
・
静
岡

富
士
病
院
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。そ
し
て
、中
枢
部
を
占

め
た
工
術
講
堂
、材
料
廠
の

跡
地
に
は
、戦
後
生
還
し
た

卒
業
生
や
遺
族
た
ち
に
よ
っ

て
若
獅
子
神
社
や
慰
霊
塔
・

若
獅
子
の
塔
が
建
て
ら
れ
、

戦
没
し
た
卒
業
生
と
教
官
た

ち
６
０
０
余
名
の
御
霊
が
祀

ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
も
10
月
10
日
に
例
大

祭
が
行
わ
れ
た
が
、
少
年
戦

車
兵
の
生
存
者
も
年
々
少
く

な
り
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と

参
列
者
は
10
名
ほ
ど
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
企

業
や
組
織
は
多
く
の
リ
ス
ク

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
特
に

建
設
業
で
は
、
自
然
災
害
な

ど
の
予
期
し
な
い
事
態
が
発

生
し
た
際
に
、
事
業
の
継
続

が
可
能
か
ど
う
か
は
、
そ
の

組
織
の
存
続
や
地
域
の
復
旧

活
動
に
関
わ
る
重
要
な
課
題

で
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ

ｓ
ｓ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｉ

ｔ
ｙ　

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
は
、
企

業
や
組
織
が
予
期
し

な
い
事
態
に
直
面
し

た
際
に
、
重
要
業
務

を
継
続
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
計
画

で
す
。
こ
の
計
画

に
は
、
リ
ス
ク
評

価
、
対
応
策
の
準

備
、
復
旧
プ
ロ
セ
ス

の
策
定
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

「
企
業
の
存
続
を
確

保
」
や
「
顧
客
・
取

引
先
の
信
頼
維
持
」
が
あ
る

の
か
と
思
い
ま
す
が
、
建
設

業
に
お
い
て
は
、
認
定
を
受

け
る
こ
と
で
「
入
札
時
の
評

価
の
加
点
の
た
め
」
と
思
っ

て
い
る
人
が
大
部
分
な
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
私
が
当
社
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
管
理
責
任
者
に
な
っ
た
の

が
２
年
前
の
こ
と
で
し
た
。

何
か
ら
始
め
よ
う
か
と
思

い
、
ま
ず
は
当
社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
み
、
理
解

を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
読
み
込
ん
だ
感
想
は
、

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認
定
を
得
る
た

め
に
は
よ
く
で
き
て
い
る

な
」
と
、
正
直
思
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
た
だ
、
読
ん
で

い
る
と
、
ど
こ
か
に
違
和
感

を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
違
和

感
は
何
な
の
か
と
思
い
、
外

部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
確
認

を
依
頼
し
た
結
果
、「
よ
く
で

き
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
だ
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一

方
で
、「
初
動
対
応
に
特
化
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
し
て

み
て
は
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
た
。
災
害
や
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
際
、
初

動
対
応
が
遅
れ
る
と
被
害
が

拡
大
し
、
復
旧
ま
で
の
時
間

が
長
引
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
初
動
対
応
に
特
化
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
こ
と

で
、
迅
速
か
つ
適
切
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、
私
が
感
じ
た
違
和
感
と

も
一
致
し
ま
し
た
。
人
命
の

安
全
確
保
・
被
害
の
最
小

化
・
情
報
の
整
理
と
迅
速
な

意
思
決
定
は
、
事
業
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
業
務
を
優
先
す
べ

き
か
、
代
替
手
段
は
何
か
を

す
ぐ
に
判
断
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
当

社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
委
員
会
で
議
論

し
た
結
果
、『
必
要
だ
が
実
際

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
』
と
い

う
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
直
ぐ
に
外
部
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
相
談
を
し
、
実
際

の
話
を
聞
く
た
め
に
仙
台
の

㈱
橋
本
店
を
訪
問
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
７
年
３
月
27

日
に
仙
台
市
に
あ
る

㈱
橋
本
店
の
常
務
取

締
役
労
務
安
全
部
長

の
村
山
様
に
貴
重
な

時
間
を
い
た
だ
き
、

お
話
を
聞
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
被

災
後
に
受
け
た
緊
急

出
動
要
請
は
震
災
直

後
か
ら
７
か
月
間

で
、
２
６
０
件
に
達

し
た
が
、
す
べ
て
の

要
請
に
対
応
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
震
災
の
あ
っ
た
３

月
に
は
80
件
も
の
案
件
に
対

応
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

㈱
橋
本
店
で
は
、
手
帳
サ
イ

ズ
に
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
簡
略
し
た
も
の
を
社
員

に
携
帯
さ
せ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
で
、
震
災
直
後
に
仙
台

市
に
あ
る
本
社
ビ
ル
の
一
階

フ
ロ
ア
ー
に
緊
急
災
害
本
部

を
立
ち
上
げ
、
社
員
が
集
ま

り
初
動
対
応
に
遅
れ
は
生
じ

ず
、
す
べ
て
の
要
請
に
こ
た

え
る
こ
と
が
出
来
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
社
員

教
育
も
定
期
的
に
行
っ
て
い

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
「
㈱

橋
本
店
は
依
頼
を
断
ら
な

い
。
人
づ
く
り
が
会
社
を
作

る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
員
に

常
に
教
育
し
て
い
る
」と
力

強
く
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
山
本
建

設
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
は
別
に
「
大
規
模
地
震
発

生
時
の
初
動
対
応
に
特
化
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
を

し
ま
し
た
。
初
動
対
応
の
方

針
と
し
て
、

＊
従
業
員
や
関
係
会
社
従
業

員
の
生
命
・
安
全
を
確
保

す
る

＊
作
業
要
員
、
資
・
機
材
等

を
早
急
に
確
保
し
、
協
力

会
社
と
連
携
し
て
応
急
対

応
を
図
る

＊
事
業
へ
の
被
災
被
害
を
極

小
化
し
、
迅
速
か
つ
効
率

的
に
復
旧
を
果
た
す

を
掲
げ
ま
し
た
。
従
業
員
の

安
全
確
保
か
ら
本
社
機
能
の

応
急
復
旧
、
ま
た
道
路
啓
開

な
ど
に
対
応
す
る
職
員
へ
の

連
絡
方
法
を
ル
ー
ル
化
し
、

従
業
員
へ
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

簡
略
化
し
た
携
行
カ
ー
ド
を

作
成
し
、
緊
急
時
に
自
分
は

ま
ず
何
を
す
る
の
か
判
断
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
地

域
の
守
り
手
と
し
て
活
躍
で

き
る
集
団
に
な
り
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
委
員
会

を
中
心
に
短
期
間
で
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

建
設
業
者
の
初
動
対
応

は
、
地
域
の
復
旧
の
初
動
対

応
と
イ
コ
ー
ル
に
な
る
最
も

必
要
な
こ
と
だ
と
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
初
動

対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る

こ
と
で
リ
ス
ク
管
理
が
強
化

さ
れ
、
迅
速
な
復
旧
に
貢
献

し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
社

内
で
策
定
し
、
定
期
的
に
見

直
し
・
改
善
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

建
設
業
は
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
業
種
だ
か
ら
こ

そ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
事
業

の
安
定
性
や
信
頼
性
を
高
め

る
鍵
に
な
り
ま
す
。
自
社
の

業
務
内
容
に
合
わ
せ
た
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
作
成
し
、
定
期
的
に
見

直
し
・
改
善
を
す
る
こ
と
で
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

災
害
時
に
地
域
の
復
旧
を

支
え
る
の
は
、
現
場
に
立
つ

私
た
ち
建
設
業
者
で
す
。
Ｂ

Ｃ
Ｐ
は
そ
の
覚
悟
と
責
任
を

形
に
す
る
も
の
だ
と
、
今
あ

ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま

す
。

歴
史
よ
も
や
ま
話
　
274

和
泉
　
　
清

少
年
戦
車
兵
学
校

　　山 田 哲 也
山本建設㈱ 土木部

「我が社のＢＣＰ」

我が社の技術と防災対応

若獅子の塔（若獅子神社　Wikipedia より）

少年戦車兵学校募集ポスター（1939年）

ＢＣＰの実行性高めるためには社員への教育が重要
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　県外の大学で観光について専攻、

「弊社は地域に根ざし、観光客と地

元をつなげる企業だ。自身の学びを

生かせればと考えた」と入社の経緯

を語る。

　入社後は伊豆急行に配属を受け、

駅での業務を１年ほど学んだ後、現

在の部署で審査清算業務などにいそ

しむ。「今の部署はさまざまな部署

の電話も代表として受けることがあ

る。円滑に進めるためにも社内全体

の事業を把握していなければならな

い」と社内全体の動きにも常にアン

テナを張る。

　最近では補助金申請の業務を任せ

られたとのこと。「日々学び、申請

が問題なく進むよう努力している。

新しいプロジェクトを成功させてい

くためにも、大切な仕事だと強く認

識している」と任せられた業務に手

は抜かない。

　建設業については大変な仕事と答

えた上で、「日常に当たり前にある

ものを守っているため感じづらい側

面もあるが、地元の人と観光客を

支えてくれている。交通インフラ

に携わる自社と似ているのではな

いか」とほほえむ。「乗車券と食

事券がついた金目きっぷがありま

す。伊東市をはじめ、伊豆半島を

観光客だけでなく、地元で働く皆

さんにも楽しんでほしい」と自社

の宣伝も欠かさない。

　趣味は年に数回好きなロックバ

ンドのライブに参加すること。出

身・在住伊東市。

　

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
（
東

洋
趣
味
）
は
、
西
欧
列
強
の

ト
ル
コ
と
の
接
触
に
よ
っ
て

始
ま
り
、
18
〜
19
世
紀
に
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
ヘ
の
植

民
地
支
配
を
進
め
る
中
で
発

展
し
て
い
っ
た
。

　

中
で
も
、
芸
術
分
野
に
お

い
て
は
、
東
洋
と
の
貿
易
や

旅
行
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
、
そ
の
文
化
や
美
術
に
触

れ
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も

に
、
東
洋
を
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
、
神
秘
と
エ
ロ
テ
ィ
シ

ズ
ム
に
満
ち
た
場
所
と
し
て

と
ら
え
、
ハ
ー
レ
ム
や
そ
の

衣
装
、
広
大
な
砂
漠
の
風
景

な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
想
像

を
逞
し
く
し
た
作
品
に
し
て

い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
は
、
当
然
な
が

ら
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
で
有
名

な
ジ
ャ
ン
・
レ
オ
ン
・
ジ
ェ

ロ
ー
ム
を
始
め
、
数
多
く
の

画
家
が
挑
ん
で
い
る
が
、『
民

衆
を
導
く
自
由
の
女
神
』
で

知
ら
れ
る
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・

ド
ラ
ク
ロ
ワ
も
、『
サ
ル
ダ

ナ
パ
ー
ル
の
死
』
や
『
ア
ル

ジ
ェ
の
女
た
ち
』
な
ど
の
傑

作
を
も
の
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
で
好
ま

れ
た
題
材
は
、
オ
ス
マ
ン
帝

国
の
、
ス
ル
タ
ン
（
君
主
）

の
ハ
ー
レ
ム

（
後
宮
）
に

仕
え
る
女
奴

隷
や
側
室
を

意
味
す
る

「
オ
ダ
リ
ス

ク
」
で
、
勿

論
、
ド
ラ
ク

ロ
ワ
も
挑
発
的
な
『
オ
ダ
リ

ス
ク
』
を
残
し
て
い
る
。

　

特
に
著
名
な
の
は
ド
ミ
ニ

ク
・
ア
ン
グ
ル
の
『
グ
ラ
ン

ド
・
オ
ダ
リ
ス
ク
』
や
、『
奴

隷
の
い
る
オ
ダ
リ
ス
ク
』
で

あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ブ
ー
シ
ェ
、
ア
ン
リ
・
マ
テ

ィ
ス
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
エ

ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ピ
コ
、
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
レ
オ
ン
・
ベ
ヌ

ヴ
ィ
ル
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ョ

ゼ
フ
・
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
、
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ア
イ
エ
ツ
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
！
、
コ
ロ
ー
！

な
ど
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。

　

ま
さ
に
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
、
こ
こ

に
極
ま
れ

り
」
と
い
う

感
じ
が
す
る

が
、
そ
う
し

た
意
識
が
底

流
と
な
っ

て
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
・
ス
タ
イ
ル
の
、
妖

艶
な
踊
り
で
男
性
を
誘
惑
す

る
「
ハ
ニ
ー
・
ト
ラ
ッ
プ
」、

つ
ま
り
「
色
仕
掛
け
」
で
機

密
情
報
を
得
る
諜
報
活
動
を

行
っ
た
「
マ
タ
・
ハ
リ
」
に

繋
が
っ
て
い
く
。

　

実
際
の
「
マ
タ
・
ハ
リ
（
本

名
は
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
マ
ク

ラ
ウ
ド
）」
は
、
オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ

で
、
東
洋
人
の
血
な
ど
ど
こ

に
も
流
れ
て
い
な

い
が
、
結
婚
し
て

夫
の
オ
ラ
ン
ダ
軍

将
校
の
駐
留
先
の

ボ
ル
ネ
オ
、
ス
マ

ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
ヘ

帯
同
し
、
離
婚
し

た
後
、
職
を
求
め

て
パ
リ
に
渡
り
、

１
９
０
５
年
（
明

治
38
年
）、
そ
の

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

容
姿
を
活
か
し
、

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ジ
ャ
ワ
島
か
ら

や
っ
て
来

た
王
女
『
マ
タ
・
ハ

リ
（
太
陽
の
目
）』」
と

い
う
触
れ
込
み
で
、
見

よ
う
見
ま
ね
の
ジ
ャ
ワ

舞
踊
を
、
半
裸
の
！
オ

リ
エ
ン
タ
ル
・
ス
タ
イ

ル
で
売
り
出
し
た
と
こ

ろ
、
や
ん
や
の
喝
さ
い

を
浴
び
、
一
躍
人
気
ダ

ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

や
が
て
パ
リ
の
社
交
界
で

も
話
題
を

集
め
る
よ

う
に
な
り
、

い
つ
し
か

「
高
級
娼

婦
」
と
し

て
、
数
多

く
の
フ
ラ

ン
ス
軍
将

校
や
政
治

家
、
あ
る

い
は
ド
イ

ツ
軍
将
校

と
も
ベ
ッ
ド
を
共
に
し
て
い

た
が
、
そ
ん
な
マ
タ
・
ハ
リ

に
目
を
付
け
た
の
が
、
第
一

次
世
界
大
戦
で
敵
対
す
る
こ

と
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
軍
の
諜

報
機
関
だ
っ
た
。

　

彼
女
に
、
交
戦
中
の
フ
ラ

ン
ス
の
軍
事
情
報
を
聞
き
出

す
よ
う
に
依
頼
し
、
逆
に
フ

ラ
ン
ス
側
も
マ
タ
・
ハ
リ

を
買
収
し
て
、「
二
重
ス
パ

イ
」
と
な
っ
た
が
、
結
局
、

１
９
１
７
年
（
大
正
６
年
）、

フ
ラ
ン
ス
は
、
軍
事
上
の
失

敗
を
「
マ

タ
・
ハ
リ

の
情
報
漏

洩
」
に
よ

る
も
の
と

責
任
を
押

し
付
け
、

「
世
紀
の

女
ス
パ
イ

＝
マ
タ
・

ハ
リ
」は
、

処
刑
さ
れ

て
し
ま
っ

た
の
だ
。

　

と
こ
ろ

で
、
外
交
分
野
で
は
、
今
で

も
「
身
の
回
り
の
お
世
話

を
す
る
？
」
と
い
う
名
目

で
、「
寝
物
語
」
の
情
報
を

得
よ
う
と
、
あ
の
手
こ
の
手

の
ス
パ
イ
作
戦
が
展
開
さ
れ

て
い
る
ら
し
い
が
、
つ
い
気

が
緩
ん
で
！
、
分
か
っ
て
い

て
も
引
っ
か
か
る
の
が
「
ハ

ニ
ー
・
ト
ラ
ッ
プ
」
と
い
う

も
の
だ
ろ
う
。

　

最
近
も
、
ゴ
ム
ま
り
の
よ

う
な
ボ
デ
ィ
で
迫
る
ピ
チ
ピ

チ
ギ
ャ
ル
や
、
手
練
手
管
の

美
熟
女
の
仕
掛
け
る
「
ハ
ニ

ー
・
ト
ラ
ッ
プ
」
に
嵌
ま
っ

た
、「
脇
が
甘
い
！
」
政
治

家
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
は
事

欠
か
な
い
。

　

と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
部

下
で
あ
る
役
所
の
男
性
職
員

を
ラ
ブ
ホ
テ
ル
に
連
れ
込
ん

で
！
、「
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
い
た
？
」
と
い
う
「
豪
の

女
性
市
長
！
」ま
で
現
れ
た
。

　
　

今
も
昔
も
、「
ハ

ニ
ー
・
ト
ラ
ッ
プ
（
色
仕
掛

け
）」
に
は
、
要
注
意
だ
。

三建めぐり

～ 地域と観光客をつなぐ存在に ～

伊豆急行株式会社
事業推進部企画デザイン課 主任

京
きょう

極
ごく

祐
ゆう

さん

フランス事情93

「マタ・ハリ」の底流に
 「オダリスク」

三建常任相談役　小野　徹

河津桜を前に

ジェローム「奴隷市場」

ドラクロワ「オダリスク」

アングル「グランド・オダリスク」

アングル「奴隷のいるオダリスク」

「マタ・ハリ」 ブーシェ「黄金のオダリスク」




